
Ⅲ　長野県市町村等公営企業のすがた

（１）事業数

水道 交通 電気 病院 下水道 市場 観光施設 宅地造成 駐車場 介護 その他 合計

令和６年度(Ａ) 83 1 6 16 177 3 26 12 9 40 3 376

令和５年度(Ｂ) 83 1 6 17 178 4 26 13 9 40 3 380

増減(Ｃ=Ａ-Ｂ) 0 0 0 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 0 ▲ 1 0 0 0 ▲ 4

増減率(Ｃ/Ｂ)％ 0.0 0.0 0.0 ▲ 5.9 ▲ 0.6 ▲ 25.0 0.0 ▲ 7.7 0.0 0.0 0.0 ▲ 1.1

（２）決算規模

１　決算状況（令和６年度）
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その他
下水道
病院
水道
事業数（右目盛）

（億円）
（事業数）

2,810
2,628 2,630 2,584 2,608 2,685 2,713 2,691 2,758 2,777

事業数は前年度から４事業減少して３７６事業で、このうち地方公営企業法を適用している事業（法適用

事業）が２８９事業、同法を適用していない事業（法非適用事業）が８７事業となっています。

また、事業別では、下水道事業が１７７事業、水道事業が８３事業、介護サービス事業が４０事業と

なっており、この３事業で７９．８％と、大半を占めています。

決算規模は２，７７７億１６百万円で、前年度から１９億６百万円増加しました。（＋０.７％）

事業別では、下水道事業が１，００３億５４百万円（△１.４％）、病院事業が９９７億８１百万円

（＋１.８％）、水道事業が５７３億４０百万円（＋２.６％）となっています。

※ 事業数異動の内訳 病院１減、下水道１減、市場１減、宅地造成１減

※１ 増減率の計算は端数処理前の数値で実施しています。

※２ 端数処理により合計と内訳が一致しない場合があります。

※算出方法

法適用事業 ： 総費用－減価償却費－土地売却原価＋資本的支出

法非適用事業 ： 総費用＋資本的支出＋積立金＋前年度繰上充用金
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（３）総収支
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総収支及び黒字事業数の割合の推移

その他
下水道
病院
水道
公営企業全体の総収支
黒字事業数の割合(右目盛)

（億円） （%）

129
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183
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211

182

公営企業全体の総収支は１２９億１２百万円の黒字で、前年度に比べ５３億１３百万円の減少となりました。

（△２９.２％）

また、黒字事業は２９９事業で全体の７９.５％を占めています。

事業別では、下水道事業が９７億２８百万円（△１４.８％）、次いで水道事業が４７億４４百万円の黒字と

なっています。（△２２.５％）病院事業は、物価や人件費の高騰、医業外収益の減少等（※）により、３８億

１１百万円（△１９４．７％）の赤字になりました。

基準外繰入金を除いた収支は△２９億７９百万円であり、前年度に比べ４０億８０百万円（３７０.６％）の

減少となり、全事業の基準外繰入額合計は減少しました。下水道事業やその他事業（特に観光施設事業）につ

いては、基準外繰入金が黒字額の大部分を占めている状態です。
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（億円）

▲ 30

4

45 47 49 49 49

86

65

11

※新型コロナウイルス感染症に伴い増加していた国庫補助金等が減少。

※算出方法

法適用事業 ： 総収益から総費用を差し引いた額

法非適用事業 ： 歳入歳出差引額（形式収支）から翌年度へ繰り越すべき財源を除いた額

※基準外繰入金 ： 一般会計等から繰り入れた金額のうち、一般会計等が負担すべきとされているもの（繰出基準）以外の繰入金
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（４）一般会計等からの繰入金

（５）企業債残高

一般会計等からの繰入金は５４６億９５百万円で、前年度に比べ２１億４９百万円（△３.８％）の減少と

なっています。

事業別では、下水道事業が３５１億８３百万円（△７.４％）と全体の約６割を占めており、次いで病院事業

が１２０億１５百万円（＋９.４％）、水道事業が５１億８４百万円（＋６.２％）となっています。

また基準外繰入金の事業別内訳についても下水道事業が１０６億５６百万円と全体の約７割を占めるほか、

水道事業が２０億５５百万円となっています。
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企業債残高は５，３６４億９７百万円で、前年度に比べて３４１億８８百万円（△６.０％）減少しました。

減少額の事業別内訳は、下水道事業が２９７億１５百万円（△７.５％）、病院事業が３７億９百万円

（△７.８％）、水道事業が４億８百万円（△０.３％）となっています。
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水道 病院 下水道 その他 企業債発行額(右目盛) 元金償還額(右目盛)

（億円） （億円）

9,151
8,717
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7,799
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6,931

6,506 6,086 5,707
5,365
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２　水道事業・下水道事業の分析

（１）人口密度・料金回収率・基準外繰入の状況

①上水道・簡易水道

②下水道

・簡易水道は上水道と比べて全体的に有収水量密度が低く（管路延長あたり年間有収水量が小さい）、

施設の効率が低いことが分かります。

・また、グラフの左下に分布する事業者は料金回収率が低く、基準外繰入で収益を補っている割合が

高くなっています。

・特定環境保全公共下水道・農業集落排水施設は、公共下水道と比べて全体的に有収水量密度が低く

（管路延長あたり年間有収水量が小さい）、施設の効率が低いことが分かります。

・また、グラフの左下に分布する事業者は経費回収率が低く、基準外繰入で収益を補っている割合が

高くなっています。

0

20

40

60

80

100

120

140

160

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

上水

簡水

バブルサイズ： 基準外繰入割合

料金回収率 (%)

管路延長あたり年間有収水量 (㎥/m)

基準外繰入

経常収益
＝

供給単価 (円）

給水原価 (円）
＝ ×100

年間有収水量 （㎥）

管路延長（導水+送水+配水） （m）
＝

0

50

100

150

200

250

300

0 5 10 15 20 25 30 35

公共

特環

農集

バブルサイズ： 基準外繰入割合

経費回収率 (%)

管路延長あたり年間有収水量 (㎥/m)

下水道使用料収入 (円）

汚水処理費 (円）
＝ ×100

年間有収水量 （㎥）

下水管敷設延長 （m）
＝
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人口密度・料金回収率・基準外繰入割合の関係

人口密度・経費回収率・基準外繰入割合の関係
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（２）老朽化と更新投資の状況（平成28年度から令和６年度の推移・法適用団体のみ）

【水道事業】
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飯島町
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宮田村

上松町

木曽町

山形村

池田町

松川村

白馬村

高山村

山ノ内町

木島平村

野沢温泉村

信濃町

飯綱町
佐久水道企業団

全団体平均

25%

35%

45%

55%

65%
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85%

95%
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R6 推移

管路経年化率(総管路延長のうち、法定耐用年数を超過した管路延長の占める割合)

全団体平均

管路経年化率と投資割合の推移

資本的支出(円)

決算規模(円)
投資割合(％) ＝ ×100

※１ 推移（矢印）の始点はH28時点の指標

※２ 推移のない団体はH29以降法適化した団体

※３ 老朽管路のない団体は除外

・老朽化した管路（布設から法定耐用年数の40年を経過した管路）が増加する中、多くの団体で管路更新等、

投資への支出が増加しています。しかし管路の老朽化速度が更新を上回った結果、右上方向に推移した団

体が多いと考えられます。

※資本的支出には浄水場の更新費用等も含まれ、必ずしも管路更新に充てた支出とは限りません。
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３　長野県内市町村等の公営企業の状況 （令和６年度決算ベース）　

  [上](公他)病
  観宅駐

長野市

松本市

  [上](公他)病介
  市観駐

松本市

上田市

  [上](公他)
  駐

上田市

岡谷市

  [上](公)病
  観

岡谷市

飯田市

  [上](公他)病介
  市駐

飯田市

諏訪市

  [上](公)介
  市観駐

諏訪市

須坂市

  [上](公他)
  宅

須坂市

小諸市

  [上](公他)
  観宅

小諸市

伊那市

  [上](公他)介
  交駐

伊那市

駒ヶ根市
  [上](公他)
  観

駒ヶ根市

中野市

  [上](公他)
中野市

大町市

  [上簡](公他)病介
  観

大町市

飯山市

  [上簡](公他)
  駐

飯山市

茅野市

  [上](公他)
茅野市

塩尻市

  [上](公他)
塩尻市

佐久市

  (公他)病介
  電宅そ

佐久市

千曲市

  [上](公他)
千曲市

東御市

  [上](公他)病
東御市

安曇野市  [上](公他)
  観宅

安曇野市

小海町

  [簡]
小海町

佐久穂町

  [簡](他)病介
  宅

佐久穂町

川上村

  [簡](他)介
川上村

南牧村

  [簡](他)
  宅

南牧村

南相木村

  [簡]介
南相木村

北相木村

  [簡]介
北相木村

軽井沢町

  [上](公他)病
  駐

軽井沢町

御代田町

  [上](公他)
御代田町

立科町

  [上](他)
  そ

立科町

長和町
  [上](他)
  観

長和町

青木村

  [簡](他)
青木村

下諏訪町

  [上](公)介
  観駐

下諏訪町

富士見町

  [上](公他)介
  観

富士見町

原村

  [上](他)
原村

辰野町

  [上](公他)病
辰野町

箕輪町  [上](公他)介
箕輪町

飯島町

  [上](公他)
飯島町

南箕輪村

  [上](公)介
南箕輪村

中川村

  [簡](公他)
中川村

宮田村

  [上](公他)
宮田村

松川町

  [上](公他)介
  電観

松川町

高森町
  [上](公他)
  宅

高森町

阿南町

  [簡](他)介
阿南町

阿智村

  [上](他)介
阿智村

平谷村

  [簡](他)
平谷村

根羽村
  [簡](他)介
根羽村

下條村

  [簡]
下條村

売木村

  [簡](他)
売木村

天龍村

  [簡](他)介
天龍村

泰阜村

  [簡]介
泰阜村

喬木村

  [上](他)介
喬木村

豊丘村

  [上](他)
豊丘村

大鹿村

  [簡]
大鹿村

上松町

  [簡](公)
上松町

南木曽町

  [簡](他)介
  宅

南木曽町

木曽町

  [上簡](公他)介
木曽町

木祖村

  [簡](他)
木祖村

王滝村

  [簡](他)
  観

王滝村

大桑村

  [簡](他)介
大桑村

麻績村

  [簡](他)
  宅

麻績村

生坂村

  [簡](他)
  観

生坂村

山形村

  [上簡](他)
山形村

朝日村  [簡](他)
  観

朝日村

筑北村

  [簡](他)
  観宅

筑北村

池田町

  [上](公)
池田町

松川村
  [上](他)
松川村

白馬村

  [上](公他)
白馬村

小谷村

  [簡](他)
小谷村

坂城町

  (公)
坂城町

小布施町

  [上](公他)
小布施町

高山村
  [上](他)
  観

高山村

山ノ内町

  [上](公他)
山ノ内町

木島平村

  [上](他)
  電観

木島平村

野沢温泉村

  [上](公他)介
  電観

野沢温泉村

信濃町

  [簡](他)
小川村

栄村

  [簡](他)介
  観

栄村

＋
長野市民病院

＋信越病院

＋飯綱病院

＋
市立大町総合病院

＋松本市立病院

＋国保依田窪病院

＋東御市民病院
＋国保軽井沢病院

＋国保浅間総合病院

＋千曲病院

＋岡谷市民病院

＋諏訪中央病院

＋伊那中央病院

＋昭和伊南病院

＋辰野病院

＋

  [上](公他)病
信濃町

飯綱町

飯田市立病院

  [上](他)病介
  宅

飯綱町

小川村

おんたけ2240スキー場

戸隠スキー場

野沢温泉スキー場

霧ヶ峰スキー場
あさひプライムスキー場

木島平スキー場

さかえ倶楽部スキー場

野麦峠スキー場

人口メッシュデータの出典：国土交通省国土数値情報ダウンロードサイト
（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-mesh500h30.html）

陰影起伏図の出典：地理院タイル
（https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）

   [上]
佐久水道企業団

浅麓水道企業団

   [上]
浅麓水道企業団

佐久環境衛生組合

   (公)

川西保健衛生施設組合

佐久環境衛生組合

   (他)
川西保健衛生施設組合

依田窪医療福祉事務組合

   病介
依田窪医療福祉事務組合

諏訪中央病院組合

   病介そ
諏訪中央病院組合

伊那中央行政組合

   病
伊那中央行政組合

伊南行政組合

   病
伊南行政組合

松塩筑木曽老人福祉施設組合

   介
松塩筑木曽老人福祉施設組合

松塩地区広域施設組合

   電
松塩地区広域施設組合

高瀬広域水道企業団

   [上]
高瀬広域水道企業団

佐久広域連合

   介
佐久広域連合

木曽広域連合

   (公)
木曽広域連合

北アルプス広域連合

   介
北アルプス広域連合

長野広域連合

   介
長野広域連合

北信広域連合

   介
北信広域連合

南信州広域連合

   電
南信州広域連合

[上簡] 上水道, 簡易水道

(公他) 公共下水道, その他下水道

病 病院

介 介護施設

交 交通

電 電気

市 市場

と と畜場

観 観光施設

宅 宅地造成

駐 駐車場

そ その他

（地図上のマーク）

病院

● 索道

凡例

＋
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